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	主題名
	うつくしい　こころ
	内容項目
	D 感動，畏敬の念

	教材名
	ひしゃくぼし
	出典
	小学道徳　ゆたかな心

	主題構成の理由
	人の心の美しさに感動させることができるだけでなく，そのような心が美しいと感じる心をもっている自分もまた，美しい心をもっていることを認識させるため。

	ねらい
	美しいものに触れて感動し，すがすがしい心を大切にして生活しようとする。
【理解，判断力】自分の心の中には，美しい心に響き合う心があることが分かる。
【心情】他者を思いやる人の心に美しさを感じる。
【実践意欲と態度】美しい心に触れたときのすがすがしさを大切にして生活していこうとする。

	学習指導過程
	・ひしゃく星（北斗七星）を眺め，その美しさを感じ取る。
・「ひしゃくぼし」を読み，心の美しさについて話し合う。
　★他者を思いやる人の心に美しさを感じているか。
・美しい心についてまとめる。
　★美しい心に触れたすがすがしさを大切にしようとしているか。
※★…「評価」につながる見取り

	他の教育活動との関連
	●日常生活
・普段からきれいなものや美しいと思うものに触れる機会を意図的にもたせる。
　（例）雨上がりの虹，雲一つない青空，友達を思う心など
●読書活動
・心の優しい登場人物が出てくる話を紹介し，人の心の美しさについて意識を向けさせるようにする。
●道徳の授業
・「ひしゃくぼし」を読んで，女の子や母親の心の美しさについて話し合わせる。
・『まなびの　あしあと』で振り返らせる。
●家庭
・今日の学習で心に残ったことを家の人に話し，ノートなどにまとめさせる。
●国語科・生活科など
・「ひしゃくぼし」の話を紙芝居にまとめたり，もっと他の本を読んだりするよう勧める。
・さまざまな自然の美しさを感じさせる。
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